
与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「
明
星
」

の
最
終

の
同
人
誌

『冬
柏
』

ー

異
彩

の
同
人

井
上
苔
渓
に
つ
い
て
ー

西

村

富
美
子

与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
の
主
宰
す
る
新
詩
社
の
同
人
誌

『
明
星
』
第

一
期

・
第
二

期
の
精
神
を
継
い
で
刊
行
さ
れ
た
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』
は
前
者

の
二
誌
を
継

承
す
る
面
も
あ

っ
た
が
実
質
的
に
そ
の
内
容
は
か
な
り
大
き
く
変
化

の
様
相
を
呈

し
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

掲
載

の
作
品
は
短
歌
を
主
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外

の
詩

・
俳
句

・
散
文

(随
筆
)

・
ま
た
絵
画
等
の
広
範
囲
に
わ
た
る
作
品
が
先
行
の
前
二
者
を
は
る
か
に
凌
ぐ
も

の
が
あ

っ
た
。
更
に
形
式

・
体
裁
等
も

「
み
す
ぼ
ら
し
い
」
と
主
宰
者
自
ら
が
評

す
る
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
同
人
に
よ
る
作
品
を
中

心
と
し
た
点
は

『
冬
柏
』
最
大
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
我
等
の
自
分
達

の
、
言
え
ば

徹
底
し
た

「
自
作
自
演
」
の
雑
誌
と

い
う
強
烈
な
意
識
ま
た
自
負
が
随
処
に
現
れ

て
い
る
。
だ
が
そ
の
知
名
度
は
前
二
誌
に
比
し
て
低
い
と
い
う
よ
り
そ
の
存
在
す

ら
専
門
家
以
外

に
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
創
刊
の
時
期
は
推
定
可
能
だ
が
終

刊
は
何
時

で
あ

っ
た
の
か
も
判
然
と
し
な
か

っ
た
。

そ
の
直
接
的
な
背
景
に
は
第

一
に
時
代
と
い
う
物
理
的
な
要
因
が
あ

っ
た
。
昭

和
初
期

の
発
刊
、
最
終
刊
は
昭
和
二
七
年

(
一
九
五
二
)
で
あ
り
、
日
中
戦
争
ま

た
太
平
洋
戦
争
等

の
戦
争
の
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
後
者
の
昭
和
十

六
年

(
一
九
四

一
)
開
戦
、
終
戦
の
昭
和
二
十
年

(
一
九
四
五
)、
戦
後
の
七
年

間
と
い
う
社
会
全
体

の
激
動
苦
難
の
時
期
を
通
し
て
刊
行
さ
れ
た
数
少
な
い
雑
誌

の

一
つ
で
あ
る
。
雑
誌

の
紙
材

の
調
達
の
困
難
さ
は

『
冬
柏
』
を
見
れ
ば

一
目
瞭

然

で
あ
り
、
総
冊
数

こ
そ

一
九

一
冊
を
数
え
、
『明
星
』
二
誌
ま
た

『
す
ば
る
』

等
を
優
に
超
え
る
が
表
紙

・
紙
質

・
頁
数
等
は
は
る
か
に
及
ぼ
な
い
。
創
刊
の
五

年
後
に
鉄
幹
が
没
し
十
二
年
後
に
は
晶
子
が
世
を
去
り
、
主
宰
者
で
あ
り
師
で
あ

っ

た
両
人
亡
き
後
、
十
年
間
も
出
版
し
続
け
た
の
は
、
メ
ン
バ
ー
に
は
常
時
出
入
り

こ
そ
あ
れ
同
人
達
の
増
加
と
熱
意
が
掲
載
の
作
品
と
経
済
的
な
支
え
で
も
あ

っ
た
。

先
行
の
新
詩
社
同
人
誌
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
の
は
先
に
挙
げ
た
広
範
囲
の
作
品
と

主
宰
者
自
ら
の
厳
正
な
作
品
の
選
択

・
校
閲

・
校
正
の
姿
勢
で
あ

っ
た
。
ま
た
投

稿
者
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
も
特
色
の

一
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
与
謝
野
夫
妻
以
外
の

主
な
作
者

・
同
人
を
挙
げ
る
と
、

尾
崎
弩
堂
、
広
川
松
五
郎

・
石
井
柏
亭

・
有
島
生
馬

・
正
宗
得
三
郎

・
梅
原
龍

三
郎

・
山
下
新
太
郎

・
中
川
紀
元

・
津
田
青
楓

・
三
宅
克
己

・
山
城
正
忠

・
安

井
曾
太
郎

・
藤
島
武
二

・
堀
忠
義

・
田
中
悌
六
、
佐
藤
春
夫

・
北
原
白
秋

・
吉

井
勇

・
久
保
田
万
太
郎

・
徳
田
秋
声

・
斎
藤
茂
吉

・
高
浜
虚
子
、
堀
口
大
学
、

木
下
杢
太
郎

・
吉
田
精

一
・
塩
田
良
平

・
池
田
亀
監

・
久
松
潜

一
・
藤
田
徳
太

郎

・
竹
友
藻
風

・
新
村
出

・
山
田
孝
雄

・
奥
野
信
太
郎

・
古
城
貞
吉

・
高
田
保

馬

・
茅
野
薫
薫
、
深
尾
須
磨
子

・
小
金
井
喜
美
子

・
近
江
満
子

・
桑
野
信
子

・

岩
野
喜
久
代
、
平
野
万
里

・
赤
木
毅

・
新
居
格

・
白
仁
秋
津

・
江
南
文
三

・
掛

貝
芳
男

・
内
山
英
保

・
関
戸
信
次

・
西
田
猪
之
助

・
菅
沼
宗
四
郎

等

の
政
治
家

・
作
家

・
学
者

・
画
家
群
と
い

っ
た
知
名
度

の
高

い
鐸
々
た
る
メ

ン
バ
ー
が

『
冬
柏
』
の
作
者
、
異
色
の
作
者
で
あ
り
枚
挙

に
暇
が
な
い
。

○
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与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「
明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『
冬
柏
』

本
稿
で
は
上
記
の
メ
ン
バ
ー
に
は
数
え
て
い
な
い
が

『
冬
柏
』
の
中
で
異
彩
中

の
異
彩
の
作
者
、
井
上
苔
渓
に
焦
点
を
当
て
同
人
誌

『
冬
柏
』
の

一
つ
の
特
色
に

つ
い
て
試
論
を
展
開
し
て
み
た
い
と
思
う
。

『
冬
柏
』
は
そ
の
多
く
が

「明
星
」
時
代
か
ら
の
作
者
で
あ
る
が
、
井
上
苔
渓

　
ユ
　

の
場
合
は

『冬
柏
』
に
始
ま
り

『冬
柏
』
に
終
わ

っ
て
お
り
、
所
謂
著
名
人
で
は

な
い
が
主
宰
者
与
謝
野
夫
妻
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
人
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
取
り

あ
げ
た

一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
苔
渓

の
履
歴
に
つ
い
て
述

べ
て
お
く
が
、
『冬
柏
』

の
作
者
に

つ

い
て
は
個
人
の
年
譜
、
歌
集
等
で
社
会
的
な
履
歴
の
分
か
る
こ
と
が
多
い
中

で
苔

渓
の
場
合
は
例
外
と
言

っ
て
も
過
言

で
な
く
、
そ
の
足
跡
は
諸
々
の
資
料
を
参
考

の
う
え
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

苔
渓
の
生
卒
年
は

明
治

一
〇
年
(
一
八
七
七
)、
昭
和
二
二
年

(
一
九
四
七
)、
享
年
六
九
。

ち
な
み
に
与
謝
野
夫
妻

の
生
卒
年
は
、

寛
は
、
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)、
昭
和

一
〇
年
二

九
三
五
)、
享
年
六
二
。

晶
子
は
、
明
治

=

年
(
一
八
七
八
)、
昭
和

一
七
年
(
一
九
四
二
)、
享
年
六
三
。

生
年
は
晶
子
に
近
く
両
者
の
間
で
あ
る
が
卒
年
は
苔
渓
が
最
も
遅
く
晩
年
の
三

年
ほ
ど
は
病
床
に
あ

っ
た
が
六
九
歳

の
長
寿
で
あ

っ
た
。

　　
　

出
生
地

"
山
口
県
徳
山
市
富
岡
町

学
歴

"
東
京
大
学
法
学
部
卒

明
治
三
九
年
二

九
〇
六
)

職
歴

"
大
蔵
省
税
務
官

(初
任
)

最
終
職
歴

一
横
浜
税
関
長

昭
和
二
年

(
一
九
二
七
)
～
四
年

(
一
九
二
九
)

退
官
後

"
台
湾
銀
行
常
任
監
査
役

昭
和

一
二
年

(
一
九
三
七
)

新
詩
社
の
社
友
歴
に
つ
い
て
は
、
同
人
と
な
っ
た
の
が
昭
和
四
年

(
一
九
二
九
)、

五
二
歳
。
終
生
新
詩
社
の
同
人
で
あ

っ
た
近
江
満
子
と
同
期
の
加
入
で
、
横
浜
税

　ヨ
　

関
長
を
退
職
し
た
直
後
で
あ
り
夫
人

の
満
寿
栄
も
同
人
だ
が
参
加
の
時
期
は
不
明

で
あ
る
。
ま
た
家
族
に
つ
い
て
は
、
第

一
九
巻
春
季
号
に
載
せ
る
苔
渓
死
去
後
の

　る
　
　ヨ
　

家
族

一
同
の
挨
拶
状
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
大
学
法
学
部
、
高
等
文
官
試
験
出
で
大
蔵
省
か
ら
税
関
長
、
は
稀
な
履
歴

を
持

つ
同
人
で
あ
り
学
識
教
養
を
重
ん
じ
る
鉄
幹
は
親
近
感
を
抱
く
人
物
と
し
て

苔
渓
を
み
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時

『冬
柏
』
は
す

で
に
刊
行
さ
れ

　　
　

て
い
た
が
、
苔
渓
自
作
の
短
歌
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
は
第

一
巻
四
号
(昭
和

五
年
六
月
刊
)で
あ
る
。

最
初
の
掲
載
歌
は

「芭
蕉

の
葉
陰

(上
)
」
と
題
す
る

一
九
首
の
短
歌
で
、

ミ
ン

あ

か

ざ

明
の
妃

の
植
ゑ
え

つ
る
茄
冬
し
げ
れ
る
を
見
れ
ば
そ
の
世
も
遠
か
ら
ぬ
か
な

(以
下
台
南
に
て
)
五
首

い
つ
れ
う
が
は

船
な
ら
で
車
な
が
ら
に
渉
り
け
り
溢
寮
川
の
幾
す
ち
の
水

(以
下
台
湾
の
南
部
に
て
)
四
首

あ

り

さ
ん

阿
里
山
の
み
ど
り
の
世
界
ひ
ろ
が
り
ぬ
螺
線
を
描
き
て
汽
車
の
登
れ
ば

(以
下
阿
里
山
に
て
)

一
〇
首

等
の
台
湾
を
歌
題
に
し
た
短
歌
で
、

続
い
て
五
号

(七
月
刊
)

に

「芭
蕉
の
葉
陰

(下
)」

の
歌
題
の
二
九
首
の
短

歌
が
掲
載
さ
れ
る
。

き
ね
う
た

池
に
衙
る
二
十
八
戸
の
あ
は
れ
な
る
蕃
社
の
民
の
う
た
ふ
杵
歌(日
月
潭
に
て
)
五
首

花
蓮
港
浪
の
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
船
を
出
つ
れ
ば
人
あ
ま
た
見
る

(花
蓮
港
に
て
)
四
首

け

て

う

ば
ん

走
る
こ
と
猿
に
ひ
と
し
く
掛
け
ご
ゑ
は
化
鳥
の
如
し
蕃
の
山
駕
籠

(太
魯
閣
峡
に
て
)
五
首

し
ん
と
う

椋
欄
の
心
籐
の
芽
な
ど
も
膳
に
あ
り
蕃
の
さ
か
ひ
の
温
泉
の
宿

(台
東
附
近
に
て
)
七
首

た
そ
が
れ
の
汽
車
の
涼
し
き
台
南
の
青
田
の
う
へ
を
し
ら
鷺

の
飛
ぶ

(台
湾

の
各
所
に
て
)
六
首

十
九
に
て
学
び
し
町
を
車
よ
り
そ
の
世
の
夢
も
載
せ

つ
つ
ぞ
行
く

(長
門
の
長
府
に
て
)
二
首
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苔
渓
の

『
冬
柏
』
の
同
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
台
湾
を
歌
材
と
す
る
短
歌
で

(耽
)

あ

っ
た
。

以
後
第

一
六
巻
二
号

(昭
和
二
〇
年
二
月
)
ま
で
の

一
五
年
間
、
総
計
回
数
約

一
一
〇
回
、
計
約
三
五
〇
〇
首
の
短
歌
が
掲
載
さ
れ
ま
た
昭
和

一
〇
年

(
一
九
三

五
)
に
は
第
五
巻

一
二
号

(昭
和
九
年

一
二
月
)
ま
で
の
短
歌
を
整
理
摘
録
し
、

　き
　　
　
　　
　
　

歌
集

『
山
の
苞
』
を
出
版
し
て
い
る
。

晶
子
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
寛
は
苔
渓
に
対
し
て
師
弟
を
超
え
た
深
い
友
愛
の

情
を
持
ち
旅
に
苔
渓
が
不
参
加
の
時
の
寛
の
寂
蓼
感
は
晶
子
も
感
じ
る
ほ
ど
で
あ

っ

　　
　

た
と
い
う
。

な
お
苔
渓
の
死
後
、
第

一
九
巻
春
季
号
に
は
家
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苔
渓
の
遺

　
ね
　　
　
　

稿
が
掲
載
さ
れ
追
悼
号
の
意
味
を
兼

ね
て
お
り
苔
渓
に
対
し
て
特
別
扱
い
の
感
を

受
け
る
。

ち
な
み
に
、
『冬
柏
』
は
各
巻

の
各
号
の
終
わ
り
に

「消
息
」
「書
翰

一
束
」

　
ぬ
　

「冬
柏
」
だ
よ
り
、
な
ど
の
記
事
を
載
せ
る
が
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
逐
え
ば
同

人
及
び
家
族
た
ち
の
動
向
ま
た
詳
細

な
消
息
が
分
か
る
の
も

『冬
柏
』
の
特
色
の

一
つ
で
あ
る
。

新
詩
社
の
吟
行
の
旅
に
は
与
謝
野
夫
妻
に
必
ず
同
行
す
る
複
数

の
社
友
が
お
り

　め
　

苔
渓
も
そ
の

一
人
で
あ

っ
た
。
察
す

る
と
こ
ろ
、
寛
と
苔
渓
は
年
齢
の
近
い
こ
と
、

異
種

の
職
業

で
あ

っ
た
が
高
等
文
官
試
験
合
格
組
の
エ
リ
ー
上
局
級
官
僚

で
あ

っ

た
こ
と
、
晶
子
も
評
価
す
る
豊
か
な
人
間
性
等
が
師
弟
の
距
離
を
縮
め
る
親
密
な

交
流

の
理
由
と
思
わ
れ
る
が
、
寛
と
苔
渓
に
は
さ
ら
に
別
の
共
通
感
情
が
あ

っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に

つ
い
て
筆
者
の
考
え
る
所
を
次
に
述

べ
て
み

た
い
。

○

苔
渓
は
第

一
二
巻

(昭
和

一
六
年
)
ま
で
実
に
精
力
的
に
短
歌
を
投
稿
し
続
け

た
が
、
第

=
二
巻
二
号

(昭
和

一
七
年

一
月
刊
)
か
ら
掲
載
の
作
品
の
質
が
突
如

と
し
て
大
き
く
変
化
を
見
せ
る
。
す
な
わ
ち
短
歌
以
外
の
作
品

「試
み
に
漢
詩
を

訳
す
」
と
題
し
て
中
国
の
漢
詩
の
短
歌
調
の
翻
訳
を
連
載
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』

短
歌
を
主
と
す
る
雑
誌
に
漢
詩
そ
れ
も
短
歌
調
の
翻
訳
を
掲
載
す
る
の
は
異
例

の

こ
と
な
の
だ
が
、
『
冬
柏
』
は
短
歌
以
外

の
作
品
、
詩
、
随
筆
、
評
論
、
劇
の
脚

本
、
外
国
文
学
の
翻
訳
、
絵
画
等
も
掲
載
す
る
極
め
て
豊
富
な
投
稿
内
容
の
自
由

で
門
戸
の
広
い
同
人
誌
で
は
あ

っ
た
が
、
漢
詩

の
短
歌
調
の
翻
訳
は
や
は
り
異
色

中
の
異
色
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
第

=
二
巻
二
号
か
ら
第

一
四
巻
七
号
ま
で
は

毎
号
欠
か
さ
ず
連
載
し
て
い
る
。

一
回
に
詩
を
二
篇
以
上
載
せ
、
詩
題
六
二
、
詩

数
六
六
首
、
大
半
が
七
言

・
五
言

の
古
詩
、
律
詩
な
ど
の
長
篇
の
詩
で
あ
り
膨
大

な
量
で
あ
る
。
其
の
後
も
連
載

の
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
な
く
第

一
五
巻
八
号
ま
で

続
い
て
い
る
。
(昭
和

一
七
年

一
月
～

一
八
年
六
月
、
昭
和

一
八
年

一
〇
月
～

一

九
年
七
月
、
約
二
年
半
)
。
最
終
の

(
二
三
)

は
第

一
九
巻
春
季
号

(
一
号
)
に

掲
載
な
の
だ
が
こ
れ
は
苔
渓
の
死
後

の
遺
稿

で
実
質
的
に
は
苔
渓
追
悼
号
で
あ
る

(昭
和
二
三
年
四
月
)。

　
あ
　

掲
載

の
事
情
は
第

=
二
巻
二
号
の
平
野
万
里
宛
の
苔
渓

の
書
簡

に
見
え
る
。

(「万
里
宛
尺
憤

一
束
」
(昭
和

一
七
年

一
月
二
七
日
刊
)

最
近
漢
詩
を
愛
読
し
て
お
り
そ
の
翻
訳
を
思
い
立

っ
た
の
で
、
微
力
で
原
作
を

冒
涜
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
り
発
表
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
、
次
号
の
第

=
二
巻
二
号

(翌
年
の

一
月
号
)
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
旨
の
願
い
を
述
べ
て
い

る
。

(昭
和

一
六
年

一
二
月
二
八
日
の
日
付
)
、
そ
し
て
翌

一
七
年

一
月
号
か
ら

「試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」

の
連
載
が
始
ま
る
。

先
ず
こ
の
最
初
の
三
首
の
漢
詩
の
歌
訳
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
よ
う
。

試
み
に
漢
詩
を
訳
す

(
一
)

井
上
苔
渓

①

幽
州
新
歳
作

張
説

去
歳
荊
南
梅
似
雪
。

去
歳

荊
南

梅

雪
に
似
た
り

今
年
蔚
北
雪
如
梅
。

今
年

葡
北

雪

梅
の
如
し

共
知
人
事
何
嘗
定
。

共
に
知
る

人
事
は
何
ぞ
嘗
て
定
ま
ら
ん

且
喜
年
華
去
復
來
。

且
つ
喜
ぶ

年
華

去
り
復
た
来
た
る
を

邊
鎭
戌
歌
連
日
動
。

辺
鎮
の
戌
歌
は
連
日
動
き
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与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『
冬
柏
』

京
城
燈
火
徹
夜
開
。

京
城
の
煉
火
は
夜
を
徹
し
て
開
く
な
ら
ん

遙
遙
西
向
長
安
日
。

遥
遥
と
し
て
西
の
か
た
長
安
の
日
に
向
か
い

願
上
南
山
壽

一
杯
。

願
わ
く

は

南
山
の
寿

一
杯
を
上
ら
ん

訳

歌

け
い
ほ
く

け
い
な
ん

葡
北
の
雪
梅
に
似
ぬ
荊
南
の
梅
を
雪
と
も
去
年
見
し
我
れ
に

あ
ら
玉
の
年
た
ち
か
え
り
嬉
し
け
れ
人
の
身
の
上
定
め
な
け
れ
ど

に

は

び

さ
き
も
り

夜
を
明
か
す
都
の
瞭
火
思
ふ
か
な
防
人
の
歌
今
日
も
聞
き

つ
つ

南
山
の
こ
と
ぶ
き
を
祀
ぎ
杯
を
遠
き
都
の
天
に
さ
さ
ぐ
る

　

張
説
は
後
に
左
丞
相
と
為
り
燕
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
中
唐
の
大
官
で
あ
る

が
、
之
れ
よ
り
先
き
事
に
因
て
岳
州
に
財
せ
ら
れ
、
転
じ
て
検
校
都
督
と
為

り
幽
州
の
軍
を
統
督
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
岳
州
即
ち
荊
南
と
幽
州
即
ち
爾

北
と
気
候
風
土
の
異
な

っ
た
地
方
を
転
転
と
し
た
所
懐
を
年
頭
の
作
詩
に
陳

べ
、
遥
か
に
京
師
の
新
歳
を
追
慕

し
て
聖
寿
の
万
歳
を
祝
し
た
の
で
あ
る
。

此
の
人
に
は
別
に
幽
州
夜
飲
の
詩

が
あ
る
。
悲
壮
の
心
を
以
て
辺
将
と
為

っ

た
こ
と
を
自
ら
慰
あ
た
も
の
で
あ
る
。

※
七
言
八
句
の
原
詩
を
、
「
五
七
五
七
七
」
調
の
四
首
で
訳
し
、
厳
密
に
は
原

詩

一
句
ま
た
二
句
対
照
の
訳
で
は
な
い
が
前
半
四
句

・
後
半
四
句
に
分
け
た
短
歌

訳
に
し
て
お
り
、
原
詩
七
言
八
句
に
対
し
て
短
歌
四
首

で
の
意
訳
的
な
歌
訳
で
あ

る
。
解
説
に

つ
い
て
は
多
少
訂
正
を
要
す
る
。
張
説

(六
六
七
ー
七
三
〇
)
は
、

則
天
武
后

・
中
宗

・
容
宗

・
玄
宗
の
四
代
の
天
子
の
時
代
を
生
き
た
文
人
で
あ
り
、

中
央
朝
廷

の
高
位
高
官
か
ら
地
方
官
左
遷

へ
と
天
子
の
交
代
の
た
び
に
政
敵
に
憎

ま
れ
政
争
に
破
れ
て
何
度
と
な
く
境

遇
の
転
変
を
く
り
返
し
た
。
学
識
ま
た
詩
文

の
才
に
秀

で
人
格
的
に
も
信
望
が
篤
く

「
宰
相
文
人
」
と
評
さ
れ
た
中
唐
期
で
は

な
く
初

・
盛
唐
期
の
文
人
で
あ
る
。
ま
た

「検
校
都
督
」
職
で
は
な
く
岳
州
刺
史
、

幽
州
都
督

へ
の
左
遷
で
あ

っ
た
。
「
荊
南
」
は
岳
州

(湖
南
省
岳
陽
)、
「廟
北
」

は

(蔚
州

・
河
北
省
蔚
県
の
附
近
、
幽
州
、
今

の
北
京
あ
た
り
)
を
い
う
。
な
お

岳
州
刺
史

・
幽
州
都
督
に
左
遷
さ
れ
た
の
も

「燕
国
公
」
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
も
同

じ
玄
宗
の
時
期
で
あ
り
、
辺
境
の
地
幽
州
で
迎
え
た
新
年
に
都
長
安

へ
の
篤
い
思

い
感
慨
を
述
べ
た
詩
で
あ
る
。

幽
州
で
の
作
と
し
て
苔
渓
の
挙
げ
る

「幽
州
夜
飲
」
の
詩
は
五
言
律
詩
の
詩

で

あ
り
と
も
に

『唐
詩
選
』
に
見
え
る
。

②

春

蹄

杜
甫

苔
径
臨
江
竹
。
茅
讐
覆
地
花
。

別
來
頻
甲
子
。
編
到
忽
春
華
。

碕
杖
看
孤
石
。
傾
壺
就
淺
沙
。

遠
鵬
浮
水
静
。
輕
燕
受
風
斜
。

世
路
錐
多
梗
。
吾
生
亦
有
涯
。

此
身
醒
復
酔
。
乗
興
部
爲
家
。

苔
径
江
に
臨
む
竹
、

茅
蒼
地
を
覆
う
花

別
れ
し
来
り
頻
り
に
甲
子
、

帰
り
到
れ
ば
忽
ち
春
花

杖
に
椅

っ
て
孤
石
を
看
、

壺
を
傾
け
て
浅
沙
に
就
く

遠
鵬
水

に
浮
ん
で
静
か
に
、

軽
燕
風
を
受
け
て
斜
め
な
り

世
路
梗
ぐ
こ
と
多
し
と
錐
も
、

吾
が
生
亦
た
涯
り
有
り

此
の
身
醒
あ
復
た
酔
う
、

興
に
乗
じ
て
即
ち
家
と
為
さ
ん

訳

歌

涜
花
渓
苔
む
す
細
き
路
通
ふ
岸
に
臨
あ
る
竹
む
ら
の
中

か

ど

べ

散
り
敷
け
る
門
邊
の
花
を
な

つ
か
し
く
踏
み
て
停
む
草
の
屋
の
籍

え

と

草
の
庵
立
ち
去
り
て
後
し
き
り
に
も
干
支
改
ま
り
三
年
経
に
け
り

婦
り
來
て
忽
ち
う
れ
し
我
が
家
の
花
さ
き
満

つ
る
春
に
逢
ふ
こ
と

杖
を

つ
き
石
を
見
壺
を
傾
け
て
醇
ひ
て
汀
の
沙
を
踏
む
か
な

淵
に
浮
き
鴎
し
づ
け
し
風
を
う
け
燕
か
ろ
か
り
翻
り

つ
つ

世
渡
り
の
道
は
し
ば
し
ば
ふ
さ
が
れ
ど
我
が
生
も
亦
限
り
あ
る
か
な

醒
め
て
醇
ひ
興
に
乗
じ
て
我
が
心
お
も
む
く
と
こ
ろ
家
と
こ
そ
せ
め

杜
甫
は
後
年
官
を
罷
め
所
所
を
漂
浪
し
た
揚
げ
句
草
堂
を
成
都
の
洗
花
渓
に
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結
び
蜀
の
鎮
将
厳
武
の
恩
顧
を
受

け
て
い
た
処
厳
武
が
京
師

に
帰
任
し
た
の
で

梓
州
あ
た
り
を
漂
浪
し
て
い
た
。
然
る
に
厳
武
が
再
び
成
都

に
帰
任
し
た
の
で

草
堂
に
帰
臥
す
る
こ
と
を
得
た
。
時
恰
も
春

で
あ

っ
た
の
で
此

の
詩
を
春
帰
と

題
し
た
の
で
あ
る
。

※
杜
甫
が
成
都
に

「涜
花
草
堂
」
を
作

っ
た
の
は
上
元
元
年

(七
六
〇
、
粛
宗
)、

四
十
九
歳
の
時
で
あ
り
漂
浪
の
旅
は
以
後
も
続
く
。
そ
の
間
成
都
サ
の
厳
武
と
詩

の
交
流
は
し
て
い
た
が
厳
武
が
都
に
召
還
さ
れ
た
後
ま
た
漂
浪
の
旅
を
し
て
い
た
。

広
徳
二
年

(七
六
四
)
二
月
、
厳
武
が
成
都
サ
と
し
て
再
び
赴
任
し
て
来
る
の
を

知
り
、
三
月
に
成
都
の
涜
花
草
堂
に
帰

っ
て
厳
武
の
推
挙
に
よ
り
節
度
参
謀
他

の

官
職
に
就
い
た
こ
ろ
の
作
で
五
言
排
律

(五
言
十
二
句
)
、
五
十
二
歳
の
作

で
あ

る
。
訳
歌
は
同
じ

「
五
七
五
七
七
」
調
の
形
式
だ
が
、
四
句
目
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ

原
詩

一
句
に

一
首
、
五
句
目
以
降
は
原
詩
二
句
に

一
首
の
短
歌
で
の
訳

で
原
詩
十

二
句
に
八
首

の
短
歌
訳
を
し
て
お
り
、
苔
渓
は
最
初
の
四
句
を
重
視
し
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
杜
甫
は
そ
の
後
長
安
か
ら
帰
り
成
都
の
厳
武
の
幕
府
に
仕
え

た
が
、
翌
称
徳
元
年

(七
六
五
)
正
月
、
辞
し
て
涜
花
渓
に
帰
り
五
月
に
ま
た
漂

浪
の
旅
に
出
る
。
苔
渓
の
解
説
の
最
初
の

「洗
花
草
堂
」
造
築

の
時
期
は
異
な
る
。

③

蘇
毫
覧
古

奮
苑
荒
毫
楊
柳
新
。

菱
歌
清
唱
不
勝
春
。

只
今
惟
有
西
江
月
。

曾
照
呉
王
宮
裏
人
。

訳

歌

荒
れ
果
て
し
。

李
白

旧
苑

荒
台

楊
柳
新
た
な
り

菱
歌
清

唱

春
に
勝
え
ず

ロ
ハ今

惟
だ
西
江
の
月
の
み
有
り

曽

て
は
呉
王
宮
裏
の
人
を
照
ら
す

姑
蘇
の
墓
に
も
春
き
た
り
。

柳
の
線
あ
た
ら
し
く
。

菱
と
り
船
の
歌
澄
み
て
。

与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「
明
星
」

の
最
終
の
同
人
誌

『
冬
柏
』

の

ど

か

な
や
ま
し
き
ほ
ど
長
閑
な
り
。

や
が
て
月
出
づ
。
こ
は
曾
て
。

呉
王
の
宮
の
人
か
げ
を
。
照
ら
し
出
せ
し
西
江
の
月

呉
王
夫
差
は
越
に
勝

っ
た
余
勢
を
以
て
姑
蘇
台
の
宮
殿
を
営
み
驕
奢
を
極

あ
た
。
越
王
勾
践
は
之
に
美
人
西
施
を
贈

っ
て
甘
心
を
求
め
労
だ
遊
惰
に
耽

ら
し
む
る
策
に
出
で
、
雪
恥
の
時
機
を
狙

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
後
二
句
は
衛

万
の
呉
宮
怨
の
末
二
句
と
全
く
同
字

で
あ
る
の
は
暗
合
と
し
て
も
不
思
議
で

あ
る
。
呉
王
宮
裏
人
は
西
施
を
指
し
た
の
で
あ
る
。

※
李
白
の
七
言
絶
句
で
あ
る
。
紀
元
前
四
九
四
年
、
春
秋
時
代
の
呉
王
夫
差
は

越
王
勾
践
を
討
ち
亡
父
の
仇
を
果
た
し
た
が
、
後
は
越
王
の
策
略
に
よ

っ
て
贈
ら

れ
た
美
人
西
施
と
の
豪
奢
な
生
活
に
明
け
暮
れ
、
紀
元
前
四
七
三
年
越
王
勾
践
に

滅
ば
さ
れ
自
殺
を
し
た
と
い
う
史
実
を
題
材
に
し
た
詩

で
あ
る
。
姑
蘇
台
は
江
蘇

省
蘇
州
の
西
に
あ
る
姑
蘇
山
上
に
あ

っ
た
。
な
お
李
白
に
は
七
言
絶
句

「越
中
覧

古
」

の
作
も
あ
り
越
王
勾
践
が
呉
王
夫
差
と
同
じ
末
路
を
た
ど

っ
た
内
容
の
詩
も

あ
る
。
訳
歌
は
五

・
七
、
七

・
五
を
基
調
と
す
る
が
定
型

の
形
式
で
は
な
い
。

(な
お
、
苔
渓

の
原
詩
は
返
り
点
、
旧
仮
名
遣
い
に
よ
る
送
り
仮
名
を
附
し
て

い
る
が
、
筆
者

の
便
宜
上
原
詩
の
返
り
点

・
送
り
仮
名
に
従

っ
た
書
き
下
し
文
と

し
た

(常
用
漢
字
、
現
代
仮
名
つ
か
い
に
よ
る
。
訳
歌
の
漢
字

・
仮
名
つ
か
い
は

苔
渓

の
原
案

の
ま
ま
、
※
以
後
は
筆
者
の
補
説
)。

少
し
補
説
を
加
え
る
な
ら
ば
、

①
張
説
、
七
言
律
詩

②
杜
甫
、
五
言
排
律

③
李
白
、
七
言
絶
句

の
三
首
で
、

三
首
と
も
に

『唐
詩
選
』
に
収
録
す
る
有
名
な
詩
で
あ
る
。
形
式
は
原
詩

(返
り

点

・
送
り
仮
名
)
、
訳
歌
は
五

・
七
調
か
七

・
五
調
を
用
い
て
訳
し
、
詩
の
作
者

及
び
内
容

に
つ
い
て
解
説
、
の
順
序

で
漢
詩
を
歌
訳
し
て
い
る
。
(二
二
)
ま
で

の
連
載
は
す

べ
て
こ
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

○

苔
渓
が

『冬
柏
』
に
掲
載
し
た

「
試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」
に
つ
い
て
は
、
第

一
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与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『
冬
柏
』

回
の

一
例

(①
②
③
)
を
挙
げ
る
に
と
ど
あ
た
が
、
次
に
全
二
二
回

(二
三
回
)

の
漢
詩
に
つ
い
て
の
筆
者
の
試
論
を
述
べ
る
に
あ
た

っ
て
、

一
～
二
二

(
二
三
)

ま
で
の
各
回
の
詩
題

・
作
者

・
詩
型
等
、
及
び
掲
載
の
巻

・
号
、
刊
行
年
月
を
先

　レ
　

に
挙

げ

て
お

き

た

い
。

[試
み
に
漢
詩
を
訳
す
]
井
上
苔
渓
作
者

一
①
幽
州
新
歳
作

②
春
蹄

③
蘇
壼
覧
古

二
①
石
壕
吏

②
烏
夜
暗

③
遊
子
吟

三
①
旅
夜
書
懐

②
過
香
積
寺

③
西
宮
春
怨
王

④
代
奮
將

四
①
公
子
行

②
宮
怨

③
送
秘
書
晃
監
還
日
本

五
①
清
平
調
詞
三
首

(
一
)

・
(二
)

・

②
買
花

張
説
杜
甫
李
白
杜
甫
李
白
孟
郊
杜
甫
王
維
王
昌
齢

頁
島
劉
廷
芝

司
馬
禮

王
維
李
白

(三
)
白
居
易

六
①
陪
諸
貴
公
子
丈
八
…
二
首

(
一
)

・
(二
)

杜
甫

七
①
夏
日
李
公
見
訪

杜
甫

②
臨
洞
庭

孟
浩
然

③
故
杉

白
居
易

八
①
採
蓮
女

李
白

(◇
は

『唐
詩
選
』
所
収
)

詩
型

詩
集

巻

・
号

発
刊
年
月

一
三

・
二

一
七

二

七 五 七 七 五 七 五 五 五 七 七 七 五 七
絶 排 絶 古 律 絶 律 律 古 古 古 絶 排 律

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

六 五 四

 

五
古

七 七 五 七 五
律 律 律 古 律

◇

=

二

・
七

=

二

・
八

=

二

・
九

・
二

・
三

・
四

・
五

・
六

・
七

・
八

②
舟
行
江
州
路
作

③
夜
泊
旅
望

④
客
中
月

九
①
尋
陽
紫
極
宮
感
秋
作

②
南
鄭

③
夜
閑

④
郡
中
即
事

一
〇
①
秋
興
二
首

(
一
)

・

(二
)

②
返
照

③
逢
病
軍
人

=

①
崔
五
丈
圖
屏
風
賦

②
宿
榮
公
暉
房
聞
梵

③
胡
茄
歌
送
顔
眞
卿

④
南
醐
中
題

一
二
①
閣
夜

②
夜
坐
吟

③
聞
笛

④
郡
邸
冬
至
夜
思
家

=
二
①
乾
元
中
寓
居
同
谷

②
西
山

一
四
①
郡
郵
少
年
行

②
封
雪

③
陪
張
丞
相
自
松
滋

一
五
①
舟
下
蔓
州
郭
宿

②
清
明
宴
司
勲
劉
郎

③
憶
長
安

④
臨
皿州
過
胡
見
飲
馬

白
居
易

白
居
易

白
居
易

李
白
杜
甫
元
積
羊
士
謂

杜
甫

杜
甫
盧
全
李
預
李
順
峯
参
柳
宗
元

杜
甫
李
白
張
巡
白
居
易

杜
甫
常
建
高
適
杜
甫
孟
浩
然

杜
甫
祖
詠
寄
参
李
益

五
律
五
律
五
古
五
古
七
律
五
律
七
絶

◇

七
律

◇

=

二
・

一
〇

=

二
・

=

・
九

一
〇

七 五 五 五 五 五 七 五 雑 七 五 七 七 七 七 七 七 七 七
律 絶 律 律 排 律 古 古 言 絶 律 古 律 古 律 律 古 絶 律

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

四

四

四 四

八

◇ ◇ ◇ ◇ ◇

四

◇
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一
六
①
春
江
花
月
夜

②
哀
江
頭

一
七
①
登
辮
畳
寺

②
高
都
護
聰
馬
行

③
爾
朱
閣

③
黒
潭
龍

一
八
①
長
安
古
意

一
九
①
宜
州
謝
眺
櫻
饒
別

②
山
石

二
〇
①
今
夕
行

②
青
石

二

一
①
莞
村

②
白
綜

き二
二
①
秋
行
官
張
望
…

　二
三
①
無
家
別

張
若
虚

杜
甫
王
維
杜
甫
白
居
易

白
居
易

盧
照
鄭

李
白
韓
愈
杜
甫
白
居
易

杜
甫
杜
甫
杜
甫
杜
甫

七
古

◇

七
古

◇

五
律

◇

七
古

◇

新
楽
府

新
楽
府

七
古

◇

楽
府
七
古
雑
言
新
楽
府

五
排
雑
言
五
古
五
古

一
四

・
五

一
四

・
六

一
四

・
七

一
四

・

一

・
四

・
五

・
六

・

一
〇

一
五

・
二

一
九

・

一
五

・
三

・
二

一
五

・
八

・
七

一
九

・
春

二

三

・
四

(発
刊
年
月
は
昭
和
)

(二
二
は

「青
田
め
ぐ
り
」
を
題

に
し
、
「試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」
(
二
二
)
と

い
う
標
題
は
省
略
さ
れ
、
杜
甫
の
詩

の
題
を
記
す
。
二
三
は
苔
渓
亡
き
後
の
遺
稿

で
、
「試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」
の
題
は
あ
る
が
、
(二
三
)
の
回
数
は
記
し
て
い
な

い
。
詩
の
内
容
も
未
定
稿
)

以
上
挙
げ
た
よ
う
に
、
苔
渓
が
選
択
の
対
象
と
し
た
漢
詩
は
す
べ
て
唐
詩
で
あ

る
が
、
各
回
で
取
り
あ
げ
た
詩
の
数

は

一
定
で
は
な
く

(
二
二
)

(二
三
)
を
除

い
て
は
二
首
以
上

で
あ
る
。
作
品

の
総
数
は
六
六
首

(詩
題
は
六
二
)、
詩
人
は

二
五
人
で
あ
り
そ
の
内
訳
を
示
し
て
お
け
ば
、

○
杜
甫
二

一
首

(詩
題

一
九
)

○
李
白
九
首

(詩
題
七
)

○
白
居
易
九
首

○
王
維
三
首

○
孟
浩
然
二
首

○
李
順
二
首

○
峯
参
二
首

○
盧
照
郡

・
劉
庭
芝

・
張
若
虚

・
張
説

・
祖
詠

・
王
昌
齢

・
常
建

・
張
巡

・
高

適

・
李
益

・
羊
士
誇

・
孟
郊

・
韓
愈

・
盧
全

・
柳
宗
元

・
元
積

・
頁
島

・
司

与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「
明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』

馬
禮

各

一
首

杜
甫
が
最
も
多
く
次
い
で
李
白
、
白
居
易
の
三
人
の
詩
人
が
続
く
。
盛
唐
↓
中

唐
↓
初
唐
↓
晩
唐
の
順
で
あ
り
盛
唐

・
中
唐
が
大
半
を
占
め
、
順
当
な
詩
人
の
選

択
で
あ
る
。
詩
型
は
律
詩

・
古
詩
が
大
半

(五
言
律
詩
、
七
言
古
詩
、
七
言
律
詩

の
順
)
で
、
絶
句
の
少
な
い
の
は
予
想
外

で
あ

っ
た
。

五
古
七
首

七
古

一
一
首

五
律

=
二
首

五
排
四
首

七
律

=

首

五
絶

一
首

七
絶
九
首

雑
言
四
首

新
楽
府
三
首

詩
人
、
詩
型
の
選
択
は
苔
渓
の
好
み
が
選
択

の
基
準
の
よ
う
だ
が
、
杜
甫

・
李

白

・
白
居
易
の
詩
ま
た
絶
句
よ
り
比
較
的
長
い
詩
を
選
ん
で
い
る
の
は
漢
詩
愛
好

者
と
し
て
の
水
準
の
高
さ
を
思
わ
せ
る
。
詩

の
選
択
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
か

ら
選
ん
だ
の
か
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
『
唐
詩
選
』
が
主
な
対
象

で
は
あ
る

が
白
居
易
や
中
唐
以
後

の
詩
を
収
録
し
な
い
テ
キ
ス
ト
な
の
で
複
数
の
選
集
に
よ

っ

た
か
と
思
わ
れ
る
が
未
だ
確
定
で
き
て
い
な
い
。
唐
詩

に
強
い
関
心
を
持

っ
て
い

た
が
他

の
時
代
の
詩
に
対
す
る
知
識
も
あ

っ
た
よ
う
で
死
の
数
時
間
前
ま
で
口
ず

　あ
　

さ
ん
で
い
た
と
い
う
詩
は
漢
代
の

「古
詩
十
九
首
」

の

一
首
で
あ
る
。

苔
渓

の

「
試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」
の
最
後
の
作

(二
三
)
は
苔
渓
が
亡
く
な

っ

た
後

の
遺
稿
で
あ
る
。
死
の
直
前
ま
で
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
完
成
し
な
か

っ
た
未

完

の
原
稿

で
あ
り
遺
族
に
よ

っ
て
寄
稿
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
二
回
ま
で
と
同

じ
く
原
詩
と
訳
歌
だ
が
、
返
り
点

・
送
り
仮
名
及
び
解
説
は
な
い
。

(書
き
下
し

文
は
筆
者

に
よ
る
)

試
み
に
漢
詩
を
訳
す

井
上
苔
渓

無
家
別

寂
舅
天
寳
後

園
盧
但
蕎
黎

我
里
百
蝕
家

世
齪
各
東
西

杜
甫

寂
翼
た
り

天
宝
の
後

園
盧

但
だ
苦
同黎

我
が
里
は
百
余
家
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与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『
冬
柏
』

存
者
無
消
息

死
者
爲
塵
泥

賎
子
因
陣
敗

蹄
來
尋
奮
践

久
行
見
空
巷

日
痩
氣
惨
棲

但
封
狐
與
狸

竪
毛
怒
我
暗

四
鄭
何
所
有

一
二
老
寡
妻

宿
鳥
懸
本
枝

安
僻
且
窮
棲

方
春
猫
荷
鋤

日
暮
還
灌
畦

縣
吏
知
我
至

召
令
習
鼓
韓

難
從
本
州
役

内
顧
無
所
捲

世
乱
れ
て
各
お
の
東
西
す

存
者
は
消
息
無
く

死
者
は
塵
泥
と
為
る

賎
子

陣
の
敗
る
る
に
因
り

帰
り
来
り
て
旧
渓
を
尋
ぬ

久
し
く
行
き
て
空
巷
を
見
る

日

痩
せ
て

気

惨
棲
た
り

但
だ
狐
と
狸
に
対
す

毛
を
竪

て
て
我

に
怒
り
て
哺
く

四
隣

何

の
有
る
所
ぞ

一
二
の
老
寡
妻

宿
鳥
は
本

の
枝
を
慕
う

安
ん
ぞ
辞
せ
ん

且
く
窮
棲
す
る
を

春
に
方
た
り
て
独
り
鋤
を
荷
い

日
暮
れ
て
還
た
畦
に
灌
ぐ

県
吏

我
の
至
れ
る
を
知
り

召
し
て
鼓
碑
を
習
わ
し
む

本
州
の
役
に
従
う
と
錐
も

内
に
顧
み
る
に
携
う
る
所
無
し

近
行
止

一
身

遠
去
終
轄
迷

○

近
く
行
く
も
止
だ

一
身

遠
く
去
ら
ば
終
に
転
た
迷
わ
ん

家
郷
既
盈
書

遠
近
理
亦
齊

家
郷

既
に
盟
尽
す

遠
近

理

亦
た
斉
し

永
痛
長
病
母

五
年
委
溝
難

永
く
痛
む

長
病

の
母

の

五
年

溝
難

に
委

つ
る
を

生
我
不
得
力

終
身
爾
酸
噺

我
を
生
む
も
力
を
得
ず

終
身

両

つ
な
が
ら
酸
噺
す

人
生
無
家
別

何
以
爲
丞
黎

人
生

無
家
の
別
れ

何
を
以
て
か
丞
黎
と
為
さ
ん

課

歌

天
寳
の
後
さ
び
し
け
れ
家
屋
敷
よ
む
ぎ
あ
か
ざ
の
生
ひ
茂
る
ま
ま

我
里
の
家
百
あ
ま
り
世
齪
れ
て
西
に
東
に
人
散
り
に
け
り

な
が
ら
ふ
は
音
つ
れ
を
絶
ち
死
し
た
る
は
塵
に
ま
み
れ
て
泥
と
こ
そ
な
れ

古
里
の
道
を
尋
ね
ぬ
戦
ひ
に
敗
れ
て
落
ち
て
帰
り
し
男

行
き
行
け
ど
道
に
家
な
し
人
け
無
し
日
か
げ
か
そ
け
く
空
の
氣
す
ご
し

逢
ふ
は
唯
狐
と
狸
毛
を
た
て
て
我
を
怒
り
て
暗
く
如
き
か
な

見
ま
わ
し
て
近
き
あ
た
り
に
何
か
あ
る
老
い
し
や
も
め
の

一
人
か
二
人

棲
み
慣
れ
し
枝
を
慕
ひ
て
鳥
宿
る
縦

へ
く
る
し
き
塒
な
り
と
も

春
に
な
り
鋤
を
荷
う
も
猫
り
な
り
暮
れ
て
帰
り
て
畦
に
水
注
す

あ
が

た

つ
か
さ

我
が
此
庭
に
あ
る
を
縣
の
司
ど
も
知
り
て
召
し
出
で
太
鼓
習
は
す

携
ふ
る
も
の
顧
み
て
何
も
な
し
本
土
に
あ
り
て
服
從
す
る
も

征
く
と
こ
ろ
近
く
ば
裸

一
貫
を
た
だ
我
れ
官
に
捧
ぐ
べ
き
の
み

○
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も
し
遠
く
此
庭
よ
り
去
ら
ん
も
の
な
ら
ば
終
に
ま
す
ま
す
迷
ふ
外
な
し

こ
と
わ
り
は
遠
き
と
近
き
亦
ひ
と
し
古
里
す
で
に
滅
び
に
け
れ
ば

我
心
永
く
痛
み
き
長
く
病
む
母
を
難
問
に
棄
て
て
五
年

我
を
生
み
力
得
ず
し
て
母
と
子
と
共

に
泣
く
の
み
身
を
終
る
ま
で

世
の
人
の
生
き
て
家
な
く
別
る
る
を
な
ど
民
草
と
な
す
を
得
べ
け
ん

○

※
杜
甫
の
五
言
古
詩

(三
二
句
)

で
あ
り
、
苔
渓
の
訳
歌
は

一
七
首
で
あ
る
。

原
詩
二
句
に
対
し

「
五
七
五
七
七
」

調
の
短
歌

一
首
の
訳
歌
だ
が
原
詩
二
句
に
対

し
短
歌
二
首
で
の
訳
が
あ
る

(○
印
)
。

こ
の

「無
家
別
」
の
詩
は
杜
甫

の

「新
婚
別
」
「垂
老
別
」
と
併
せ
て

「
三
別
」

と
称
さ
れ
る
、
別
離
を
主
題
と
す
る
三
部
作

の

一
首
で
あ
る
。
唐
の
玄
宗
の
末
期

に
勃
発
し
た
安
史
の
乱
で
兵
役
に
徴

発
さ
れ
る
人
民
の
悲
哀
を
描
い
て
お
り
、
独

り
残
さ
れ
る
新
婚
の
妻

(「新
婚
別
」)
、
老
人
ま
で
徴
発
さ
れ
る
悲
劇

(「垂
老
別
」)、

家
族
の
な
い
者
が
故
郷
と
別
れ
る
悲

し
み

「無
家
別
」
を
詠
う
。
三
首
は
ど
れ
も

三
二
句
の
長
い
詩
で
、
残
酷
で
厳
し
い
社
会
批
判

の
詩

で
あ
る
。

苔
渓
が
最
後
に
選
ん
だ
こ
の
詩
の
解
説
を
書
き
終
え
ず
に
欄
筆
し
た
長
い
こ
の

古
詩
は
極
め
て
暗
い
世
相
、
人
民
の
苦
難
を
描
い
た
詩

で
あ
る
が
、
昭
和
二
〇
年

(
一
九
四
五
)
ご
ろ
の
作
と
す
れ
ば
、
当
時
の
日
本
の
実
状
の
な
か
で
病
床
に
あ

っ

た
苔
渓
の
心
境
を
反
映
す
る
選
択
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
う
か
。

○

苔
渓
の
歌
人
文
人
と
し
て
の
後
半
生
の
生
涯
の
中

で
、
歌
集

『
山
の
苞
』
を
出

版
し
た
こ
と
、
同
人
誌

『冬
柏
』
に
自
ら
の
願
望

で
あ

っ
た
漢
詩

の
歌
訳
を
掲
載

し
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
は
苔
渓
の
人
生
に
と

っ
て
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
こ
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
に
不
思
議
に
符
合
す
る
事
柄
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
処

女
歌
集

『山

の
苞
』
出
版
と
寛
の
死
、
「試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」
連
載
開
始
後
間

も
な
く
の
晶
子
の
死
、
苔
渓
は
二
人

の
師
を
自
身
の
記
念
す
べ
き
時
期

に
失

っ
て

い
る
。
鉄
幹
は
歌
集
出
版
の
時
は
、
序
を
書
く
べ
く
病
院
に
筆
記
台
用
の

「画
板
」

ま
で
持
ち
込
ん
で
い
た
が
そ
の
希
望

は
叶
わ
な
か

っ
た
と
い
う
。

与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』

「試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」
に
関
し
て
は
晶
子
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
反
応
を
示

し
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
病
臥
中
で
あ

っ
た
た
め
な
の
か
疑
問
の
残

る
所

で
あ
る
。
『冬
柏
』
に
限
ら
ず
雑
誌

の
発
行
は
時
代
と
と
も
に
厳
し
く
な
り
、

紙
の
入
手
、
戦
局
と
と
も
に
厳
し
く
な
る
検
閲
、
紙
頁
の
制
限
と
い
っ
た
条
件
の

中

で
超
大
量

の
投
稿
原
稿

の
掲
載
の
可
否
は
問
題
視
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
、
謎
で

あ
る
。
だ
が
苔
渓

の
漢
詩

に
対
す
る
興
味
知
識
等
は
注
目
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。

漢
詩
の
作
者

で
も
あ

っ
た
師

の
寛
と
共
有
し
た
感
情
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
漢
詩
に

つ
い
て
両
者
が
共
通
の
話
題
に
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
く
ま
で
推
論
に
過
ぎ
な
い
が
、
想
定
外
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

さ
て
漢
詩

の
歌
訳

で
あ
る
が
、
漢
詩
の
歌
訳
ま
た
詩
訳
は
他
に
例

の
な
い
わ
け

で
は
な
く
、
井
伏
鱒
二
、
佐
藤
春
夫
の
例
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
漢
詩

の
日
本
語

訳

(韻
文
に
よ
る
)
に
は
様
々
の
困
難
が
あ
り
簡
単
に
評
価
を
出
す
こ
と
は
不
可

能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
新
詩
社
の
浪
漫
派
の
歌
調
に
よ
る
漢
詩

の
訳
は

や
は
り
漢
詩
の
作
品
が
適
当
不
適
当

の
質
的
な
問
題
が
前
提
と
し
て
存
在
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歌
訳
を
す
る
対
象
の
漢
詩
の
選
択
を
優
先
す
る
こ
と
が
ま

ず
考
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
苔
渓

の
漢
詩
の
訳
歌
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
現
在
の
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。

最
後
に

『冬
柏
』
と
漢
詩
、
と
い
う
こ
と
で
は
、
苔
渓
は
自
作
の
漢
詩
は
作
ら

な
か

っ
た
が
、
以
前
に
筆
者
が
論
じ
た
鉄
幹
以
外
の
漢
詩
が

一
〇
首
ほ
ど
掲
載
さ

　む

れ

て

い

る
。

そ
れ

に

つ
い

て
は
稿

を
改

め

て
述

べ

る

こ
と

に
し

た

い
。

(
な

お

文

中

の
年

月

は
元

号

に

と

ど

め
、

西

暦

年

を

表

記

し

て

い

な

い

と

こ

ろ

が

あ

る
。
)

[注
]

(1
)

井
上
氏
の
ご
病
状
は
ご
長
男
照
丸
氏
が
別
項
に
書
か
れ
ま
し
た
が
…
。
井

上
氏
は
歌
歴
的
に
観
る
な
ら
ば
冬
柏

の
園
に
育
ち
冬
柏
の
土
に
還
ら
れ
た
方

で

あ
る
と
云
え
ま
し

ょ
う
。
枯
淡
潔
白
な
中

に

一
面
非
常
に
譜
諺
に
富
ま
れ
て
、

寛
、
晶
子
両
先
生
を
い
つ
も
爆
笑
お
さ
せ
し
た
の
も
、
氏
の
持

つ
自
然
の
こ
性
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与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』

質
で
あ
り
ま
し
た
。
先
生
の
御
末
女
藤
子
様
が
ま
た
よ
き
譜
謳
家
で
時
時
た
ち

打
ち
が
初
ま
り
ま
す
と
傍
か
ら
晶
子
先
生
が

「藤
子
も
井
上
さ
ん
の
お
弟
子
に

な
れ
ま
す
ね
、
ど
う
で
す
、
名
取

り
に
な

っ
た
ら
。
「苔
藤
」
と
云

っ
て
ね
、

ハ
ハ
ハ
ハ
」
と
お
笑
い
に
な

っ
た
或
日
の
シ
ー
ン
を
思
い
だ
し
ま
す
。
横
浜

の

税
関
長
、
と
い
う
先
入
観
が
私
ど
も
の
頭
に
在

っ
た
せ
い
か
初
め
は
怖
い
小
父

さ
ま
と
の
み
思
い
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
何
十
回
と
な
く
旅
を
御

一
緒
に

つ
づ

け
て
居
り
ま
す
う
ち
に
、
私
な
ど
は
自
分

の
ト
ラ
ン
ク
迄
平
気
で
持

っ
て
頂
く

よ
う
に
な
り
、
私
も
名
取
り
と
ま

で
は
行
か
な
く
て
も
冗
談
を
返
す
に
は
い
い

お
相
手
を

つ
と
あ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
し
み
じ
み
し
た
令
夫
人
に
お

目
に
か
か

っ
て

一
別
以
来

の
御
話
を
交
わ
し
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
苔
渓
居

士

の
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。
(近
江
満
子
)
(第

一
九
巻
春
季
号

「冬
柏
だ
よ
り
」)
昭
和
二
三
年
四
月
刊

(
2
)

苔
渓
の
出
生
地
に
つ
い
て
は
、
○
山
口
県
徳
山
市
下
上
字
内
谷
、
○
山
口

県
都
濃
郡
富
岡
村
、
等
の
説
が
あ
る

(住
居
表
示
の
変
更
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
)
。
東
京
在
住
の
際
は
、
東
京
都
渋
谷
区
伊
達
町
五
九

(昭
和

一
三
年
ご
ろ
)。

苔
渓
は
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
か

つ
て
の
高
等
文
官
試
験
合
格
者
で
、

エ
リ
ー

ト
高
級
官
僚
で
あ
り
そ
の
点
か
ら
も
新
詩
社
の
な
か
で
異
色

の
同
人
で
あ

っ
た
。

(3
)

苔
渓
が
新
詩
社
の
社
友
と
な

っ
た
の
は
横
浜
税
関
の
菅
沼
宗
四
郎

(
四
五

歳
)
の
紹
介
で
、
苔
渓
は
税
関
長

の
職
に
あ

っ
た
の
で
年
齢

(五
二
歳
)
か
ら

推
測
し
て
恐
ら
く
在
職
中
の
上
司

で
あ

っ
た
。
年
齢
的
に
か
な
り
遅
い
入
門
で

あ

っ
た
。

(4
)

都
べ
の
煙
と
な
り
て
消
え
ん
よ
り

が

山
所
の
土
に
帰
ら
ん
と
す
る
苔
渓

(昭
和
十
九
年
作
)

父
井
上
徳
太
郎

疎
開
以
来
郷
里
に
お
い
て
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
養
生
叶
わ

ず
十
二
月
二
十
二
日
午
前
八
時
永
眠
い
た
し
ま
し
た

時
節
柄
葬
儀
は
近
親
の

み
に
て
執
り
行
い
ま
し
た

(法
名

雨
月
院
徳
誉
苔
渓
居
士
)
菰
に
亡
父
生
前

の
御
厚
誼
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
謹
ん
で
御
通
知
申
上
げ
ま
す

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日

山
口
県
徳
山
市
下
上
字
内
谷

妻

"
満
寿
栄

長
男

"
照
丸

次
男

"
晴
丸

三
男

"
嘉
丸

長
女

"
清
子

(
5
)

苔
渓

の
家
族

に
つ
い
て
は
、
妻

日
井
上
満
寿
栄

(新
詩
社

の
同
人
)、
長

男

"
照
丸
、
次
男

"
晴
丸
、
三
男

日
嘉
丸
、
長
女

"
清
子
。
な
お
、
長
男
の
照

丸
氏

(
一
九
〇
七
～

一
九
六
八
)
は
、
旧
制
京
都
三
高
、
大
学
は
?

『
追
憶
記
』

(三
秀
舎
)
刊
行

(筆
者
未
見
)
。
次
男
の
晴
丸
氏

(
一
九
〇
八
～

一
九
七
三
)

は
、
東
京
大
学
農
学
部
農
業
経
済
学
科
卒
、
農
林
省
。
筆
名

"
立
田
信
夫
。
立

命
館
大
学
教
授

(
一
九
五
九
、
横
浜
在
住
)
、
苔
渓

の
歌
集

『山
の
苞
』
の
装

禎
。

(6
)

『
冬
柏
』
創
刊
は
昭
和
五
年

(
一
九
三
五
)
三
月
。

(7
)

(上
)
(下
)
併
せ
て
四
八
首

((下
)
の
最
後
の
二
首
は
苔
渓
の
故
郷
山

口
県
で
の
作
)
の
短
歌
は
、
昭
和
五
年
四
月
、
五
月
に
台
湾
を
旅
行
し
た
時
の

作
品

(『歌
集
山

の
苞
』

の
著
者
後
記
、
昭
和

一
〇
年
二
月
二
〇
日
記
)。
な
お

こ
の

「後
記
」
に
は
、
昭
和
五
年
四
月
か
ら
昭
和
九
年

一
一
月
ま
で
の
与
謝
野

夫
妻
を
中
心
と
す
る
苔
渓
及
び
同
人
た
ち
の
行
動
、
吟
行
が
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
。
『冬
柏
』
所
載
の
台
湾

で
の
短
歌
の

一
部
は

『
山
の
苞
』

の

「神
馬
」

の
項
に
収
め
る
。

(8
)

苔
渓
が
歌
集

『山
の
苞
』
を
出
し
た
の
は
昭
和

一
〇
年
四
月
、
『
山
の
苞
』

の

「著
者
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
苔
渓
の
父
も
歌
を
詠
む

こ
と
を
唯

一
の
楽
し
み

と
し
て
い
た
、
と
い
う
。
苔
渓
自
身
は
昭
和
三
年
か
ら
歌
を
学
び
始
め
、
菅
沼

宗
四
郎
が
横
浜
短
歌
会
を
起

こ
し
与
謝
野
夫
妻
を
招
聰
し
て
教
え
を
受
け
た
の

に
参
加
し
東
京
に
移
住
し
た
時
に
新
詩
社
に
入
門
し
た
、
と
述

べ
、
昭
和
五
年

に

「冬
柏
」
刊
行
以
来
誌
上
に
発
表
し
た
歌
が
二
〇
〇
〇
首

(実
際

に
は
約

一

七
〇
〇
首
)
に
達
し
た
中
か
ら
六
百
有
余
首
を
選
ん
で
上
梓
し
以
後

の
作
歌
生

活
の
出
発
点
と
し
た
い
と
出
版

の
意
図
を
説
明
す
る
。
ま
た
昭
和
五
年
四
月
以

来
昭
和
九
年

=

月
ま
で
、
師

の
与
謝
野
夫
妻
、
新
詩
社

の
同
人
達
と
の
旅
行

行
遊
の
際
に
詠
じ
た
も

の
を
収
録
し
約
五
年
に
わ
た
る
行
動

の
日
程
を
逐

一
記
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録
し
て
い
る
。
も
と
は
寛
が
序
文
を
書
く
予
定
で
あ

っ
た
が
三
月
に
寛
が
急
病

死
し
た
こ
と
に
よ
り
代
わ

っ
て
晶
子
が
十
首

の

「序
歌
」
を
寄
せ
、
「山
の
苞

の
終
り
」

に
そ
の
事
情
を
書
い
て
い
る
。
苔
渓
と
の
交
流
、
人
間
性
に

つ
い
て

も
評
価
し
た
内
容
で
あ
る
。
(『
山

の
苞
』)

(9
)

同
人

の
松
永
周
二
が

『
冬
柏
』
(第
六
巻
八
号
、
昭
和

一
〇
年
八
月
)
に
、

「苔
渓
子
の

『山
の
苞
』
」
と
題
す

る
長
文
の
批
評
文
を
寄
せ
書
中
の
短
歌
を
引

用
し

つ
つ
独
自
の
論
を
展
開
し
て
い
る

(昭
和

一
〇
年
七
月
二
九
日
)
。

(
10
)

…
井
上
苔
渓
氏
の
第

一
歌
集

「山
の
苞
」
が
三
月
中
旬
に
出
版
せ
ら
れ
ま

す
。
何
れ
も
自
費
出
版
で
非
売
品

に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
新
詩
社

の
諸

友

の
歌
集
が
続
続
と
出
版
せ
ら
れ

る
事
を
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

(晶

子
)
。
(第
六
巻
三
号
、
「消
息
」
)

(
U
)

『山

の
苞
』
の

「
山
の
苞
の
終
り
に
」
(晶
子
)

(
12
)

苔
渓
の
遺
稿
は
、
漢
詩

の
歌
訳

(杜
甫

の

「無
家
別
」
)
及
び

「谷
の
此

の
日
向
ぼ

っ
こ
も
か
え
り
見
で
冬
街
道
を
急
ぐ
太
陽
」
の

一
首
を
初
め
と
す
る

「留
守
居
」

の
短
歌
九
首

で
苔
渓

の
遺
族
が

「冬
柏
」

に
寄
せ
た
も
の
。
ま
た

終
生
の
歌
友
菅
沼
宗
四
郎
の

「悼
苔
渓
夫
人
」
の
詩

(五
章
)
も
併
せ
載
せ
る
。

(
13
)

疎
開
以
来
気
管
支
拡
張
の
た
め
、
病
床
に
あ

っ
た
父
苔
渓
は
、
今
年
初
夏

の
頃
や
や
小
康
を
得
た
よ
う
で
し
た
が
、
そ
の
後
気
管
支
肺
炎

の
症
状
が
進
み
、

ペ
ニ
シ
リ
ン
も
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ

シ
ン
も
療
病
三
年
の
衰
弱
を
支
え
る
こ
と
が

出
来
ず
、
去
る
十
二
月
二
十
二
日
朝
七
十
の
歳
を
ま
た
ず

「雨
月
院
徳
誉
苔
渓

居
士
」
と
し
て
古
里
の
山
か
げ
の
土
に
帰
り
ま
し
た
。
父
は
臨
終
の
数
時
間
前

に
も
無
名
氏

の
古
詩

「生
年
不
満

百
、
常
懐
千
歳
憂
、
昼
短
苦
夜
長
、
何
不
来

燭
遊
、
為
楽
当
及
時
、
何
能
待
来
菰
…
」
を
諦
し
た
り
し
て
お
り
ま
し
て

「世

の
中
の
ゆ
と
り
を
創
る
」
よ
き
意
味

の
現
実
主
義
に
徹
し
た
生
涯
で
あ

っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
療
養
中
歌
作

は
思
う
に
任
せ
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、
病

気
少
康
中
の
詠
草
若
干
、
身
辺
ノ
ー
ト
に
書
き

つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
亡

父
最
後
の
想
い
出
に
も
と
御
送
り
申
上
げ
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
三
十

日
。
(井
上
照
丸
)
(『冬
柏
』
第

一
九
巻
春
季
号

「書
翰

一
束
」

の
項
)
昭
和

与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「
明
星
」

の
最
終
の
同
人
誌

『
冬
柏
』

二
十
三
年
四
月

(14
)

「消
息
」
欄
は
、
寛
の
生
前
は
寛

・
晶
子
の
連
名
、
ま
た
編
集
者
の
平
野

万
里
、
寛
亡
き
後
は
晶
子
、
平
野
万
里
、
他

の
同
人
達
、
晶
子
亡
き
後
は
平
野

万
里
、
近
藤
満
子
や
他

の
同
人
達
に
よ

っ
て

「書
翰
」
「
冬
柏
だ
よ
り
」

の
項

が
書
き
継
が
れ
る
。

(15
)

内
山
英
保
の

『冬
柏
山
房
抄
』
に

「良
寛

の
巻
」

の
歌
題
の
短
歌
九
首
を

収
あ
る
。

(
16
)

拝
呈
。
御
無
沙
汰
い
た
し
候
処
、
愈
愈
御
清
勝
の
御
事
御
同
慶
に
奉
存
候
。

さ
て
古
今
朗
詠
集
後
割
愛
に
あ
つ
か
り
、
口
有
拝
受
仕
候

・
古
今
の
秀
歌
を
常

住
坐
臥
簡
便
に
、
車
上
に
て
も
、
吟
賞
し
得
る
機
会
を
与
え
ら
れ
吾
吾
な
ま
け

者
は
、
大
い
に
重
宝
致
候
。
結
構
自
分
の
醜
き
姿
を
調
う
る
鑑
に
致
度
も
の
と

存
、
以
て
ご
好
意
に
酬
い
度
存
候
次
第
に
御
座
候
。
次

に
小
生
近
来
漢
詩
を
愛

読
致
し
居
り
、
此
頃
其
翻
訳
思
い
立
ち
試
み
申
候
。
素
よ
り
微
力
至
難
の
事
に

て
、
徒
ら
に
原
作
を
冒
涜
す
の
み
に
て
、
他
に
御
目
に
か
く
る
値
な
き
も
の
と

存
候
え
ど
も
、
こ
の

一
月
号
よ
り
冬
柏
に
掲
載
さ
せ
て
も
ら
い
度
存
候
間
、
御

了
知
相
成
度
候
。
先
は
御
礼
勇
労
得
貴
意
候
。
大
東
亜
戦
火
快
捷

つ
づ
き
に
て
、

御
同
慶
の
至
り
に
存
候
。
師
走
二
十
八
日

(井
上
苔
渓
)
。
(『
冬
柏
』
第

=
二

巻
二
号

「
万
里
宛
尺
積

一
束
」
(昭
和

一
七
年

一
月
二
七
日
刊
)

(
17
)

『冬
柏
』
掲
載
の

「試
み
に
漢
詩
を
訳
す
」
(
一
)
～

(二
二
)
ま
で
の
漢

詩

の

「詩
題
」
、
掲
載

の
巻

・
号
、
年
月
日
を
記
し
て
お
く
。
二
二

(二
三
)

の
表
記
は
苔
渓
の
生
前
の
投
稿
、
(二
三
)
は
家
族
が
寄
せ
た
遺
稿
。

(
18
)
「古
詩

一
九
首
」

一
五

(『文
選
』
巻
二
九
、
「雑
詩
」

の
項
)

生
年
不
満
百

常
懐
千
歳
憂

生
年
百
に
満
た
ざ
る
に
、
常
に
懐
く
千
歳
の
憂
い

昼
短
苦
夜
長

何
不
乗
燭
遊

昼
は
短
き
に
夜
の
長
き
に
苦
し
ま
ば
、
何
ぞ
燭
を
乗
り
て
遊
ば
ざ
る

為
楽
当
及
時

何
能
待
来
藪

楽
し
み
を
為
す
は
当
に
時
に
及
ぶ
べ
し
、
何
ぞ
能
く
來
薮
を
待
た
ん
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与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』

愚
者
愛
惜
費

但
為
後
世
喘

愚
者
は
費
え
を
愛
惜
し
て
、
但
だ
後
世
の
暇
い
と
為
る

仙
人
王
子
喬

難
可
与
等
期

仙
人
の
王
子
喬
、
与
に
期
を
等
し
う
す
可
き
こ
と
難
し

人
生
に
は
限
り
が
あ
り
仙
人
王
子
喬
の
よ
う
な
不
老
長
生
は
望
あ
な
い
の
だ
か

ら
そ
の
時
そ
の
時
を
楽
し
む
べ
き
だ
と
の
意
。
「
古
詩

一
九
首
」
全
篇
に
共
通

す
る
の
は
有
限
の
人
生
、
は
か
な
い
人
生
を
詠
う
内
容

で
、
苔
渓

の

「世

の
中

の
ゆ
と
り
を
創
る
」
よ
き
意
味
の
現
実
主
義
に
徹
し
た
、
と
い
う
子
息
照
丸
氏

の
父

の
評
価
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
「古
詩

一
九
首
」
制
作
の
時
期
は
不

詳
だ
が
、
漢
代
の
作
か
と
い
わ
れ
後
世

の
詩

(五
言
詩
)

の
制
作
に
影
響
を
与

え
て
お
り
、
苔
渓
の
漢
詩
に
関
す
る
造
詣

の
深
さ
を
示
す
。

(
19
)

西
村
富
美
子

「与
謝
野
鉄
幹

と
漢
詩
1

『冬
柏
』
時
代

の
漢
詩
人

与
謝

野
寛
」
東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文
化

第
十
号

平
成
二
十
三
年
三
月
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